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問  

市
長
の
取
り
組
ん
だ
最
大
の
事
業
は

合
併
で
あ
る
と
思
う
が
、
そ
の
合
併
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
成
果
を
、
ど
う

と
ら
え
て
い
る
の
か
。

答  

こ
の
10
年
間
の
成
果
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

合
併
を
実
現
で
き
た
こ
と
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に

生
か
し
、
新
市
の
速
や
か
な
一
体
性
の

確
立
と
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
た
め
、

各
種
事
業
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
３

駅
の
駅
前
整
備
、
花
久
の
里
の
整
備
な

ど
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
昨
年

の
ま
ち
づ
く
り
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
で
も
、
一
定
の
評
価
を
い
た
だ
い
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

問  

平
成
24
年
度
に（
仮
称
）鴻
巣
市
自
治

基
本
条
例
が
制
定
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

市
民
の
日
を
制
定
す
る
と
あ
る
が
、
そ
の

必
要
性
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

答  

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
市
民
で
す
。

「
ふ
る
さ
と
鴻
巣
」へ
の
愛
着
と
誇
り
を

も
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
後
世
の
世

代
に
鴻
巣
市
の
歴
史
や
成
り
立
ち
を
語
り

継
ぐ
機
会
と
し
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
て
い
た
だ
く
節
目
の
日
と
し
て
市
民

の
日
を
定
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問  

鴻
巣
駅
東
口
再
開
発
事
業
の
終
結
に

向
け
た
基
本
的
な
考
え
方
は
。

答  

再
開
発
組
合
は
保
留
床
を
処
分
す
る

こ
と
で
、
債
務
を
返
済
し
、
組
合
解
散
の

許
可
を
得
て
、
事
業
を
終
結
す
る
こ
と
か

ら
、
鴻
巣
市
と
し
て
再
開
発
組
合
か
ら
の

支
援
要
請
を
受
け
た
も
の
で
す
。
今
ま
で

の
投
資
額
は
、
合
計
で
55
億
円
で
す
。
鴻

巣
市
は
ア
ネ
ッ
ク
ス
ビ
ル
の
３
階
と
４
階

の
一
部（
６
ホ
ー
ル
）を
取
得
し
、（
仮
称
）

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
及
び
付
帯

施
設
と
し
て
活
用
し
ま
す
。
㈱
エ
ル
ミ
鴻

巣
は
、
エ
ル
ミ
の
３
階
の
一
部
と
４
階
、

ア
ネ
ッ
ク
ス
ビ
ル
２
階
の
一
部
と
４
階
の

一
部（
３
ホ
ー
ル
）を
取
得
し
、
市
民
要
望

の
強
い
映
画
館
の
復
活
を
目
指
し
ま
す
。

問  

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
供
給
体
制
の
充

実
等
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答  

現
在
市
内
の
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
が
14
カ
所
、
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
所
は
53
カ
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
か
ら
は
、
新
た
に
夜
間
の
定

期
的
な
巡
回
訪
問
、
ま
た
は
随
時
通
報
を

受
け
て
行
う「
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
」の

事
業
を
開
始
し
ま
す
。
居
宅
介
護
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
は
、本
年
４
月
１
日
か
ら「
定

期
巡
回・随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
」、

「
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
」が
創
設
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
必
要
な
時
に
、必
要
な
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
体
制
の
整
備
を
図
り

ま
す
。

問  
吹
上
複
合
施
設
・
川
里
生
涯
学
習
施

設
の
整
備
状
況
は
。

答  

吹
上
複
合
施
設
は
６
月
議
会
で
、
川

里
生
涯
学
習
施
設
は
９
月
議
会
で
承
認

後
、
工
事
着
手
予
定
で
す
。

生
活
道
路
改
良
、
道
路
改
修
事
業
、
鴻
巣

駅
東
口
Ａ
地
区
再
開
発
の
保
留
床
活
用
は

み
ど
り
の
会

問  

市
民
生
活
道
路
の
大
幅
改
修
事
業
に
、

積
極
的
な
合
併
特
例
債
の
活
用
は
。

答  

生
活
道
路
改
修
事
業
で
は
、
防
災
上

の
観
点
か
ら
支
障
と
な
る
よ
う
な
狭
あ
い

道
路
の
拡
幅
や
交
通
安
全
、
渋
滞
の
緩
和

対
策
の
た
め
の
幹
線
道
路
の
拡
幅
整
備
、

道
路
排
水
設
備
が
未
整
備
な
道
路
や
未
舗

装
の
路
線
の
改
良
工
事
の
ほ
か
、
道
路
改

修
工
事
も
行
い
ま
す
。
平
成
24
年
度
は
、

５
億
２
３
０
０
万
円
を
計
上
、
合
併
特
例

債
な
ど
を
積
極
的
に
活
用
し
、
誰
も
が
安

心
し
て
快
適
に
利
用
で
き
る
道
路
交
通
環

境
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

問  

鴻
巣
駅
Ａ
地
区
再
開
発
事
業
の
保
留

床
に
国
、
県
の
出
先
機
関
及
び
市
民
の
福

祉
施
設
な
ど
の
活
用
は
。

答  

①
市
民
活
動
団
体
の
活
動
拠
点
と
し

て
、「（
仮
称
）市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」②
男
女
共
同
参
画
推
進
団
体
の
拠

点
と
し
て
、「
男
女
共
同
参
画
推
進
コ
ー

ナ
ー
」③
国
、
県
な
ど
の
出
先
機
関
と
し

て
国
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
機
能
の
う
ち
就
労

支
援
に
特
化
し
た「（
仮
称
）就
労
支
援
セ

ン
タ
ー
」を
誘
致
し
、
市
で
行
っ
て
い
る

「
障
が
い
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
」と
合
わ

せ
て
整
備
④
現
在
、
図
書
館
に
併
設
さ
れ

て
い
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
を
移
設

⑤
県
か
ら
の
権
限
移
譲
を
受
け
て「（
仮

称
）鴻
巣
市
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」を
整

備
し
ま
す
。

市
民
を
守
る
防
災
対
策
の
強
化

安
心
・
安
全
・
健
康
を
ど
う
守
る
か

公 
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問  

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
の
視
点
は
。

答  

帰
宅
困
難
者
対
策
、
備
蓄
物
資
の
見

直
し
、
放
射
能
汚
染
対
策
、
避
難
所
の
設

置
・
運
営
、
災
害
対
策
本
部
体
制
の
５
点

を
中
心
に
見
直
し
ま
す
。
災
害
時
に
迅
速

な
対
応
が
で
き
る
よ
う
情
報
の
収
集
伝
達

と
そ
の
一
元
化
・
共
有
化
の
流
れ
、
時
間

の
経
過
と
共
に
行
う
べ
き
災
害
活
動
を
整

理
し
、
民
間
事
業
者
と
の
応
援
協
定
に
よ

る
備
蓄
物
資
の
整
備
等
を
進
め
ま
す
。
地

域
の
特
性
に
合
わ
せ
、
意
見
要
望
を
反
映

し
ま
す
。

問  

健
康
づ
く
り
事
業
の
具
体
策
は
。

答  

健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
に
重
要
な

食
生
活
の
改
善
・
運
動
に
つ
い
て
総
合
的

な
実
践
と
評
価
を
行
う
組
織
編
成
を
目
指

し
ま
す
。
ま
た
、
疾
病
・
医
療
費
の
特
徴

分
析
に
基
づ
き
、
循
環
器
系
疾
患
の
早
期

発
見
と
予
防
に
重
点
を
置
き
、
胃
が
ん
・

肺
が
ん
の
個
別
検
診
を
検
討
し
ま
す
。

問  

生
活
道
路
整
備・維
持
管
理
計
画
は
。

答  

道
路
等
整
備
箇
所
評
価
実
施
要
綱
に

基
づ
き
、
優
先
度
を
決
定
し
順
次
整
備
を

し
て
い
ま
す
。
災
害
時
緊
急
車
両
の
通
行

等
に
も
対
応
す
べ
く
、
狭
あ
い
道
路
の
安

全
性
と
利
便
性
の
向
上
を
図
り
整
備
し
ま

す
。

問  

婚
活
支
援
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答  

「
婚
活
」を
今
年
度
の
若
手
職
員
政
策

研
究
事
業
の
テ
ー
マ
と
し
、
斬
新
・
柔
軟

な
発
想
を
活
用
し
進
め
て
い
き
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
助
成
制
度

鴻
巣
市
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

か
い
え
ん
た
い

問  

病
気
の
発
症
を
未
然
に
防
ぐ
と
と
も

に
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
有
効
な
人

間
ド
ッ
ク
検
査
料
助
成
事
業
に
お
い
て
、

新
た
に
市
外
の
医
療
機
関
も
対
象
と
す
る

事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

答  

従
来
は
、
市
指
定
の
医
療
機
関
に
限

定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
鴻
巣
市
医
師
会

の
理
解
を
い
た
だ
き
、
市
外
の
機
関
で
の

受
診
も
そ
の
対
象
と
し
、
制
度
の
拡
大
を

図
り
ま
す
。
24
年
４
月
か
ら
35
歳
以
上
の

国
保
及
び
後
期
高
齢
者
制
度
加
入
者
が
受

診
し
た
場
合
、
検
査
結
果
を
市
の
窓
口
に

申
請
す
れ
ば
、後
日
、検
査
料
の
７
割（
上

限
２
万
６
０
０
０
円
）を
償
還
し
ま
す
。

問  

長
引
く
経
済
不
況
は
、
市
民
生
活
や

市
の
財
政
に
も
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
解
消
す
る
た
め
の
施

策
と
し
て
の
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
に

つ
い
て
伺
う
。

答  

県
内
で
は
志
木
市
、
秩
父
市
、
所
沢

市
、
川
口
市
、
さ
い
た
ま
市
の
５
市
が
開

設
を
し
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
、
鴻
巣
駅

東
口
ア
ネ
ッ
ク
ス
ビ
ル
３
階
に
新
設
し
ま

す
。県
が
行
う
職
業
相
談
、職
業
紹
介
サ
ー

ビ
ス
を
市
と
一
体
的
に
実
施
し
て
い
き
ま

す
。
駐
車
場
も
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
市
内
の
み
な
ら
ず
、
広
く
市
外
か
ら
の

利
用
も
見
込
ま
れ
ま
す
。

満
足
度
の
均
衡
こ
そ
三
地
域
の
一
体
性

北
鴻
巣
箕
田
地
区
の
総
合
病
院
誘
致
は

コ
ス
モ
ス
ク
ラ
ブ

問  

合
併
特
例
債
事
業
に
よ
る
鴻
巣
・
吹

上
・
川
里
の
一
体
性
の
確
立
と
均
衡
あ
る

発
展
と
あ
る
が
、
満
足
度
に
よ
る
均
衡
こ

そ
が
真
の
一
体
性
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

答  

現
在
、
上
谷
総
合
公
園
、
荒
川
総
合

運
動
公
園
、
川
里
中
央
公
園
の
整
備
、
さ

ら
に
吹
上
地
域
、
川
里
地
域
で
は
、
生
涯

学
習
施
設
を
中
心
と
し
た
複
合
施
設
の
整

備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
合
併
特
例
債
を

効
率
的
、
効
果
的
に
活
用
し
、
今
後
も
三

地
域
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問  

秩
序
あ
る
土
地
利
用
の
推
進
で
中
核

医
療
施
設
と
な
る
と
、
農
業
振
興
地
域
の

農
用
地
除
外
等
の
高
い
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
鴻
巣
市
女
性
議
会
で
答

弁
し
た
２
０
０
床
の
ベ
ッ
ド
数
は
確
保
で

き
る
か
。

答  

小
児
二
次
救
急
に
対
応
で
き
、
将
来

的
に
は
周
産
期
医
療
に
対
応
で
き
る
こ
と

な
ど
の
用
件
を
付
し
て
お
り
、
ど
の
民
間

事
業
者
の
提
案
も
整
備
構
想
に
相
応
し
い

内
容
と
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
事
業
者
を

し
ぼ
っ
た
上
で
、
今
年
度
、
再
提
案
募
集

を
行
っ
た
も
の
で
す
。

新
ご
み
処
理
施
設
の
市
構
想

の
策
定
を

鴻
巣
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

問  

市
長
は
、
新
ご
み
処
理
施
設
の
建
設

は
３
市
１
町
に
よ
る
広
域
で
行
う
方
針
で

す
が
、
関
係
自
治
体
と
の
協
議
に
向
け
て

の
本
市
の
構
想
を
伺
う
。

答  

埼
玉
中
部
環
境
保
全
組
合
で
は
、
平

成
23
年
１
月
よ
り「
新
施
設
建
設
検
討
委

員
会
」を
組
織
し
協
議
を
し
て
い
ま
す
。

同
委
員
会
で
は
、
埼
玉
中
部
環
境
保
全
組

合
を
中
心
に
行
田
市
を
含
め
た
11
市
町
村

に
よ
る
広
域
化
も
検
討
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
鴻
巣
に
お
い
て
は「
同
組
合
を
構

成
す
る
２
市
１
町
に
行
田
市
を
加
え
た
３

市
１
町
で
の
広
域
化
が
最
善
で
あ
る
」と

申
し
入
れ
ま
し
た
が
、
現
在
結
論
は
出
て

い
ま
せ
ん
。
新
ご
み
処
理
施
設
は
、
ご
み

焼
却
施
設
の
み
な
ら
ず
、
粗
大
ご
み
、
不

燃
ご
み
や
資
源
ご
み
ま
で
も
中
間
処
理
す

る
、
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
の
併
設
も
検
討
が

必
要
で
す
。
ご
み
の
適
正
処
理
、
効
率
的

処
分
を
前
提
と
し
た
県
の
第
２
次
ご
み
処

理
化
計
画
と
の
整
合
性
を
保
ち
な
が
ら
、

さ
ら
な
る
調
査
検
討
を
深
め
、
建
設
に
向

け
十
分
検
討
し
ま
す
。

　
３
月
定
例
会
で
は
、
市
長
が
平
成
24
年
度
予
算
で
ど
の
よ
う
な
事
業
を
行
う
の
か
と
い
う
施
政
方
針
を
説
明
し
、

そ
れ
に
対
し
各
会
派
の
代
表
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

市
長
10
年
の
成
果　
市
民
の
日
制
定

鴻
巣
駅
東
口
再
開
発
事
業
の
終
結

鴻 

創 

会

代
表
質
問

市
長
の
施
政
方
針

に
対
す
る


